




 

〔はじめに〕 

 疾病の進行と共に、長期入院生活を余儀なくされ、生活の場面の狭められて

行く筋ジス患者に対し、残存機能の活用と共に、有意義な生活環境の提供は、

私達援助者の大きな課題である。 

 ともすれば、単調になりがちな入院生活に潤いを与え、質、量、共に出来る

限り許された範囲内で、生活をエンジヨイすると共に、自己を受容してほしい

と云う願いから、病棟レクリェーションを実施した。その経過と実施上の問題

点等について報告する。 


